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大
子
町
・
鎮
守
の
森
（
一
） 

 
 
 
 
 
 

近
津
神
社
（
大
子
町
下
野
宮
一
六
二
六
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高 

根 

信 

和 
  

旧
大
子
町
立
下
野
宮
小
学
校
の
裏
手
は
、
江
戸
時
代
に
水
戸
城
下
か
ら

棚
倉
方
面
に
至
る
南
郷
街
道
が
走
り
、
奥
州
と
常
陸
国
境
近
く
、
旅
人
や

商
人
の
往
来
も
多
く
交
通
の
要
所
と
し
て
栄
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
近
津

神
社
の
随
神
門
を
く
ぐ
る
と
左
手
の
神
池
の
中
に
小
さ
な
祠
が
あ
る
。
境

内
は
ひ
っ
そ
り
と
静
ま
り
か
え
り
、杉
木
立
が
参
拝
客
を
迎
え
て
く
れ
る
。 

 

石
段
を
の
ぼ
る
と
入
母
屋
造
の
拝
殿
、
そ
の
奥
に
神
明
造
の
本
殿
が
あ

る
。
社
伝
に
よ
る
と
、
祭
神
は
風
神
の
祖
神
で
あ
る
級
長
津
彦
命
（
し
な

つ
ひ
こ
の
み
こ
と
）
で
あ
る
。
当
社
は
古
来
陸
奥
国
に
属
し
、
上
の
宮
と
い

わ
れ
る
馬
場
都
都
古
和
気
（
ば
ば
つ
つ
こ
わ
け
）
神
社
（
福
島
県
棚
倉
町
）、
中

の
宮
と
い
わ
れ
る
八
槻
都
々
古
別
（
や
つ
き
つ
つ
こ
わ
け
）
神
社
（
同
町
）、

下
の
宮
と
い
わ
れ
る
近
津
神
社
（
大
子
町
）
が
近
津
三
社
と
総
称
さ
れ
て
い

た
。
江
戸
時
代
に
は
本
社
が
常
陸
国
水
戸
藩
領
に
な
り
、
現
在
に
続
い
て

い
る
。 

 

拝
殿
右
下
に
は
推
定
約
六
〇
〇
年
、
樹
高
約
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
約

八
メ
ー
ト
ル
の
「
都
々
母
杉
」
が
立
っ
て
い
る
。
昔
、
源
義
家
が
戦
勝
祈

願
を
込
め
手
植
し
た
杉
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
拝
殿
左
側
に
は
「
鉾

杉
」（
県
指
定
天
然
記
念
物
）
が
あ
る
。
樹
高
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
幹
周
囲
約

九
メ
ー
ト
ル
の
巨
杉
で
、
源
義
家
が
鉾
を
掛
け
た
こ
と
に
そ
の
名
が
由
来

し
て
い
る
と
い
う
。そ
の
後
代
々
そ
の
地
を
支
配
し
た
北
条
氏
、結
城
氏
、

佐
竹
氏
な
ど
の
篤
い
保
護
を
受
け
て
き
た
社
で
あ
る
。 

 

毎
年
六
月
の
夏
至
の
日
に
行
わ
れ
る
神
事
の
御
田
植
祭
に
は
、
福
島
、

栃
木
方
面
か
ら
の
参
拝
者
で
に
ぎ
わ
う
。
昭
和
三
十
九
年
ご
ろ
ま
で
行
わ

れ
た
神
事
、
御
枡
小
屋
の
神
事
（
御
枡
廻
祭
）
は
、
元
は
祈
年
・
新
嘗
祭
の

ま
つ
り
で
、
旧
正
月
二
十
七
・
八
日
、
旧
十
月
二
十
七
・
八
日
、
保
内
郷

内
に
神
輿
が
渡
御
す
る
。
そ
の
際
、
氏
子
に
良
い
種
籾
を
分
け
与
え
、
稲

の
豊
穣
を
祈
り
、
秋
に
籾
を
奉
納
し
て
神
に
感
謝
の
意
を
表
わ
す
も
の
で

あ
る
。 

 

自
然
豊
か
な
境
内
は
、人
の
心
を
や
さ
し
く
迎
え
て
く
れ
る
杜
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
元
茨
城
県
立
歴
史
館
学
芸
部
長
） 

              

〈
メ
モ
〉・
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
下
野
宮
駅
下
車
徒
歩
約
五
分 

 
 
 

 

・
車
で
国
道
一
一
八
号
線
新
万
年
橋
を
渡
り
信
号
右
折 

第６６号 
2013.3.1

近津神社と鉾杉 
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光
明
真
言
塔
余
談
（
一
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野 

内 

泰 

子 
  

光
明
真
言
塔
と
い
う
の
は
、
光
明
真
言
（
真
言
密
教
の
唱
え
る
呪
文
の
一
つ

で
、
大
日
如
来
の
真
言
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
）
を
梵
字
で
円
形
に
配
列
し
た

石
塔
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
梵
字
の
下
に
一
百
万
遍
供
養
塔
と
い
う
文
字

が
刻
ん
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
、
文
字
の
み
で
、
奉
唱
光
明
真
言
百
万
遍
供

養
と
刻
ん
で
あ
っ
た
り
す
る
。多
分
、よ
く
耳
に
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、

唵
（
オ
ン
）・
阿
謨
伽
（
ア
ボ
キ
ャ
）・
尾
盧
遮
那
（
ペ
イ
ロ
シ
ャ
ナ
ウ
）
と
唱
え

る
も
の
で
、
日
本
で
は
唐
の
国
か
ら
帰
国
し
た
空
海
（
弘
法
大
師
）
が
高
野

山
に
居
を
定
め
真
言
宗
金
剛
峯
寺
を
開
創
し
た
九
世
紀
初
め
頃
か
ら
こ
の

教
え
が
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

石
に
い
ろ
い
ろ
な
願
い
を
刻
ん
だ
塔
、
い
わ
ゆ
る
石
塔
は
種
類
も
様
々

で
、
大
子
町
内
で
は
馬
頭
観
音
様
と
呼
ば
れ
る
馬
頭
観
世
音
塔
が
最
も
多

い
。
こ
れ
は
、
昔
、
大
子
地
方
が
馬
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の

で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
石
塔
の
中
で
念
仏
塔
と
呼
ば
れ
る
物
は
町
内
に
七
〇
基
ほ
ど
あ

る
が
、
こ
の
中
に
は
十
九
夜
念
仏
供
養
塔
と
か
四
十
八
夜
供
養
塔
な
ど
が

あ
り
、
光
明
真
言
塔
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
も
の
は
一
一
基
し
か
な
い
。

町
内
の
石
仏
石
塔
全
体
で
は
、
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
約
一

六
〇
〇
位
あ
る
が
、
そ
の
中
で
は
数
が
少
な
く
そ
れ
だ
け
に
貴
重
な
も
の

で
あ
る
。 

 

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
下
津
原
地

区
に
あ
る
光
明
真
言
塔
に
つ
い
て
で
あ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
光
明

真
言
塔
は
大
子
町
全
体
で
一
一
基
し
か
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
そ
の
中
の

二
基
が
下
津
原
地
区
に
あ
る
。 

 

こ
の
二
基
と
も
形
状
、
大
き
さ
共
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
、
一
方
は
墓
地
の

中
に
あ
る
の
で
、
そ
の
先
祖
が
祀
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
だ

が
、
も
う
一
方
は
下
津
原
地
区
に
あ
る
薬
師
堂
の
境
内
で
見
つ
か
っ
た
も

の
の
、
誰
が
い
つ
頃
祀
っ
た
も
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ひ

ょ
ん
な
こ
と
か
ら
そ
れ
が
わ
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

ご
存
知
と
思
う
が
、
下
津
原
の
薬
師
堂
は
、

下
津
原
地
区
の
ほ
ぼ
真
ん
中
あ
た
り
、
山
寄
り

の
杉
林
の
中
に
あ
る
。
方
形
の
赤
い
屋
根
の
上

に
宝
珠
を
の
せ
た
大
き
く
は
な
い
が
立
派
な
お

堂
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
も
と
、
三
友
院
と
い

う
真
言
宗
の
寺
が
あ
り
上
利
員
鏡
徳
寺
の
末
寺

で
あ
っ
た
。
旧
は
、
松
宮
山
医
王
寺
宝
光
院
と

い
っ
た
と
新
編
常
陸
国
誌
に
も
あ
る
。
現
在
こ

の
辺
り
一
帯
は
共
有
地
と
な
っ
て
い
て
、
こ
の

中
に
建
っ
て
い
る
薬
師
堂
も
共
有
地
組
合
で
仕
守
り
を
し
て
い
る
が
、
か

な
り
広
い
土
地
で
あ
り
、
こ
こ
に
あ
っ
た
寺
も
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ

う
と
想
像
さ
れ
る
。
薬
師
堂
は
こ
の
境
内
の
中
に
建
っ
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
寺
は
な
く
な
っ
て
も
薬
師
堂
だ
け
は
残
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

秘
仏
と
さ
れ
る
薬
師
如
来
像
は
霊
験
あ
ら
た
か
で
、
眼
を
病
む
患
者
の
お

参
り
が
絶
え
な
か
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
も
納
得
で
き
る
気
が
す
る
。

往
時
の
名
残
り
は
、
こ
の
薬
師
堂
と
周
辺
に
残
る
住
職
の
も
の
と
思
わ
れ

る
数
基
の
墓
石
の
み
だ
が
、
薬
師
堂
の
お
祭
り
は
毎
年
、
四
月
七
・
八
日

に
龍
泰
院
の
住
職
を
お
迎
え
し
て
し
っ
か
り
と
行
な
っ
て
い
る
。 

 

話
が
ま
た
脇
道
に
そ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、実
は
、こ
の
光
明
真
言
塔
は
、

境
内
の
端
の
寒
竹
薮
の
中
に
あ
っ
た
も
の
で
、
調
査
の
途
中
、
偶
然
こ
の

石
塔
を
見
つ
け
た
の
は
、
二
〇
数
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
下
部

が
割
れ
て
い
る
よ
う
で
大
き
さ
の
計
測
は
不
能

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
石
塔
が
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。（
次
号
に
続
く
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
大
子
郷
土
史
の
会
） 

下津原薬師堂 なくなった塔 
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百
年
前
の
大
子
を
行
く
（
一
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 

金 

祐 

介 
  

今
か
ら
百
年
前
の
明
治
大
正
期
、
保
内
郷
を
代
表
す
る
商
業
地
で
あ
っ

た
旧
大
子
町
に
は
様
々
な
商
店
が
軒
を
連
ね
て
い
た
。
本
稿
の
趣
旨
は
、

そ
う
し
た
商
店
を
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
る
。
読
者
の
皆
様
に
は
、
各
商
店

の
紹
介
を
通
し
て
、
商
業
と
い
う
視
点
か
ら
百
年
前
の
大
子
に
接
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
な
お
、
史
資
料
の
限
界
に
よ
り
当
時
の
商
店

を
必
ず
し
も
網
羅
的
に
紹
介
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
願
い
た
い
。 

 

さ
て
、
今
回
取
り
上
げ
る
の
は
呉
服
店
で
あ
る
。
呉
服
店
は
、
呉
服
太

物
商
と
も
呼
ば
れ
、
呉
服
（
絹
織
物
）
と
太
物
（
綿
織
物
・
麻
織
物
）
を
は
じ

め
と
し
た
衣
料
品
全
般
を
扱
っ
て
い
た
。
左
に
紹
介
し
て
い
る
通
り
、
百

年
前
の
大
子
の
呉
服
店
は
い
ず
れ
も
当
時
の
人
々
の
好
評
を
博
し
て
い
た
。 

  

近
江
屋
号
外
池
商
店
（
店
主
・
外
池
太
一
郎
）
は
、
金
町
（
現
・
器
而
庵
）

に
店
を
構
え
て
い
た
。
同
店
は
、
呉
服
太
物
、
醤
油
醸
造
、
肥
料
の
三
部

を
展
開
し
、
度
量
衡
器
販
売
人
や
塩
の
元
売
捌
人
も
兼
ね
る
大
店
で
あ
っ

た
。
県
下
に
名
を
馳
せ
て
い
た
「
金
鵄
」
醤
油
や
「
丸
越
」
肥
料
は
、
い

ず
れ
も
外
池
商
店
の
醤
油
醸
造
部
と
肥
料
部
か
ら
売
り
出
さ
れ
て
い
た
。

「
い
は
ら
き
」
新
聞
（
明
治
四
十
三
年
三
月
二
日
付
）
に
掲
載
さ
れ
た
大
子
町

紹
介
記
事
「
大
子
号
」
は
、
外
池
商
店
呉
服
太
物
部
を
「
斬
新
な
る
珍
柄

を
取
り
揃
へ
て
価
格
も
廉
な
り
と
の
評
判
」
と
伝
え
て
い
る
。 

  

樋
口
呉
服
店
（
店
主
・
樋
口
佐
平
）
は
、
泉
町
（
現
・
旧
筑
波
銀
行
大
子
駅
前

通
支
店
）
に
店
を
構
え
て
い
た
。
同
店
は
、
同
じ
く
泉
町
に
あ
っ
た
樋
口
本

店
（
金
物
、
肥
料
、
運
送
、
荒
物
の
四
部
を
展
開
す
る
大
店
）
の
呉
服
部
が
独
立

し
て
開
業
し
た
店
で
あ
っ
た
。『
イ
ハ
ラ
キ
時
事
』（
第
六
巻
第
九
号
、
大
正

十
年
九
月
十
五
日
発
行
）
は
、
樋
口

呉
服
店
の
特
色
は
「
目
を
惹
け
る

又
時
代
に
適
当
せ
る
品
柄
を
選
べ

る
」こ
と
に
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。 

  

三
河
屋
商
店
（
店
主
・
雫
虎
吉
）

は
、
泉
町
（
現
・
旧
マ
ル
ス
鮮
魚
店
）

に
店
を
構
え
て
い
た
。
同
店
は
、

当
時
は
ま
だ
珍
し
か
っ
た
蓄
音
機

を
宣
伝
に
活
用
す
る
な
ど
、
ハ
イ

カ
ラ
な
店
で
あ
っ
た
。前
述
の「
大

子
号
」
は
、
同
店
を
「
蓄
音
機
を

備
付
け
て
山
間
の
御
得
意
さ
ま
に

ヤ
ン
ヤ
と
受
け
て
居
る
」
と
伝
え
て
い
る
。 

  

島
崎
呉
服
店
大
子
支
店
（
店
主
・
島
崎
善
平
）
は
、
金
町
（
現
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
）

に
店
を
構
え
て
い
た
。
同
店
は
、
那
須
郡
烏
山
町
（
現
・
那
須
烏
山
市
）
に

本
店
を
置
く
島
崎
呉
服
店
の
支
店
で
、
本
店
か
ら
派
遣
さ
れ
た
番
頭
が
差

配
し
て
い
た
。大
正
八
年
一
月
に
重
厚
な
石
造
り
の
店
舗
と
袖
蔵
が
落
成
、

続
く
新
築
記
念
大
売
出
し
で
は
、
直
径
四
間
（
約
七
メ
ー
ト
ル
）
高
さ
八
間

（
約
一
四
メ
ー
ト
ル
）
電
灯
五
〇
〇
燭
の
大
提
灯
を
披
露
し
て
保
内
郷
の

人
々
を
驚
か
せ
た
。 

  
内
田
呉
服
店
（
店
主
・
内
田
九
兵
衛
）
は
、
前
述
の
島
崎
呉
服
店
で
修
行

し
た
内
田
九
兵
衛
が
本
町
に
開
業
し
た
店
で
あ
る
。
同
店
は
、
各
種
織
物

の
卸
小
売
店
で
、ど
ち
ら
か
と
い
う
と
織
物
店
に
近
い
品
揃
え
で
あ
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
筑
波
大
学
人
文
学
類
） 

 

樋口呉服店（大正 10 年旧正月初売り） 
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新
聞
記
事
に
み
る
満
州
移
民
の
断
片
（
一
一
） 

 
 
 
 
 
 

―
第
九
次
冷
家
店
大
子
町
開
拓
団
の
軌
跡
― 

  

昭
和
十
六
年
七
月
三
日
付
「
い
は
ら
き
」
新
聞
夕
刊
か
ら
の
引
用
の
続

き
で
あ
る
。
大
子
町
開
拓
団
の
「
冷
家
店
開
拓
団
綱
領
」、「
団
訓
」
は
本

誌
第
六
一
号
で
す
で
に
紹
介
し
た
。
残
る
も
う
一
つ
の
「
共
同
宿
舎
自
疆

訓
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 
 

一
、
共
同
宿
舎
生
活
は
苦
楽
を
共
に
し
死
生
を
同
う
せ
ん
と
す
る
同

志
の
家
庭
に
し
て
又
修
養
の
道
場
た
り
故
に
団
員
は
起
居
の
間
過
去

を
棄
て
赤
裸
々
と
な
り
黙
々
と
し
て
開
拓
精
神
を
涵
養
し
自
粛
自
戒

規
律
正
し
く
鞏
固
な
る
団
結
を
完
成
す
る 

 
 

二
、
夜
は
早
寝
早
起
き
の
慣
習
を
作
る 

 
 

三
、
職
務
の
存
す
る
所
責
任
自
ら
之
に
伴
ふ
こ
と
を
自
覚
す
る 

 
 

四
、
飽
食
飲
酒
に
注
意
し
健
康
、
体
力
、
気
力
の
増
進
を
計
る 

 
 

五
、
強
弱
相
扶
け
共
に
働
く 

 

こ
こ
に
は
、
共
同
宿
舎
を
利
用
す
る
者
が
自
ら
努
め
て
堅
守
す
べ
き
事

柄
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
四
年
十
二
月
策
定
の
「
満
洲
開
拓
政
策

基
本
要
綱
附
属
書
」
は
、「
三 

開
拓
地
行
政
経
済
機
構
に
関
す
る
件
」
の

な
か
で
「
開
拓
団
は
開
拓
地
建
設
を
指
標
と
し
団
長
の
中
核
的
指
導
の
下

に
開
拓
団
全
員
の
鞏
固
な
る
精
神
的
団
結
を
以
て
建
設
事
業
を
遂
行
し
開

拓
地
経
営
の
基
礎
を
確
立
す
」（
満
洲
開
拓
史
）
と
謳
い
、「
精
神
的
団
結
」

の
重
要
さ
を
強
調
し
て
い
る
が
、
ま
さ
に
こ
の
「
精
神
的
団
結
」
と
勤
労

の
精
神
を
鼓
舞
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。 

 

以
上
の
三
種
類
の
文
書
が
い
つ
頃
、
誰
の
手
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
、
ま

た
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
策
定
さ
れ
た
の
か
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
、
大
子
町
開
拓
団
の
考
え
方
や
規
律
は
、
国
策
と
し
て
進
め
ら

れ
て
い
た
「
満
洲
開
拓
政
策
」
の
枠
組
み
に
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確

認
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

さ
て
、
当
該
記
事
に
は
も
う
一
つ
重
要
な
情
報
が
盛
ら
れ
て
い
る
。「
本

団
幹
部
全
団
員
氏
名
出
身
地
」
で
あ
る
。
以
下
に
列
挙
し
て
み
よ
う
（
氏

名
の
漢
字
表
記
の
正
誤
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
が
、
斉
藤
良
治
氏
の
『
開
拓
の
記

録
』に
登
場
し
し
か
も
表
記
が
異
な
る
人
名
に
つ
い
て
の
み
参
考
と
し
て
括
弧
内
に
付

し
た
）。 

 
 

団
長
菊
池
正
修
（
大
子
町
）、
農
事
指
導
員
齋
藤
良
治
（
斉
藤
、
大
子
町
）、

足
立
清
（
安
達
、
大
分
県
）、
畜
産
指
導
員
宗
広
□
三
（
岐
阜
県
）、
保
健

指
導
員
羽
鳥
正
邦
（
結
城
郡
）、
会
計
主
任
冨
永
昌
（
大
子
町
）、
弁
事

所
長
後
藤
一
郎
（
金
郷
村
）、
第
一
班
長
長
山
佐
武
郎
（
大
子
町
）、
第

二
班
長
吉
沢
次
男
（
大
子
町
）、
第
三
班
長
吉
沢
勘
介
（
大
子
町
） 

 
 

一
般
団
員
菊
池
寅
吉
、
菊
池
辰
雄
、
川
合
清
一
、
長
山
郡
、
神
永
輝
、

菊
地
勝
雄
（
菊
池
）、
白
砂
午
三
九
、
河
野
勉
、
増
子
重
吉
、
吉
沢
春

吉
、
中
野
鉄
彌
、
中
野
武
、
島
村
自
兵
衛
（
治
兵
衛
）、
仲
沢
光
義
、

長
山
茂
、
増
子
兼
吉
、
菊
池
貞
、
菊
池
勇
、
菊
池
昇
、
岡
良
一
、
齋

藤
四
郎
、
吉
沢
文
彌
、
中
沢
泰
一
、
菊
池
利
夫
、
中
野
清
、
吉
沢
一

男
（
以
上
大
子
町
出
身
）、
石
井
清
（
袋
田
村
）、
肥
高
保
二
（
宮
川
村
）、

桜
井
佳
吉
（
福
島
県
相
馬
郡
小
高
町
）、
益
子
一
力
、
益
子
精
一
（
上
小

川
村
）、
田
沢
初
信
（
依
上
村
）、
林
武
夫
（
東
京
向
島
吾
嬬
町
）、
富
永
正

（
久
米
村
）、
益
子
美
芳
、
益
子
實
（
栃
木
県
大
山
田
村
）、
吉
田
隆
（
君

原
村
）、
石
井
正
、
石
井
仁
（
袋
田
村
）、
塩
沢
市
寿
、
青
砥
博
寿
（
博

二
、
上
小
川
村
）、
藤
本
忠
（
正
、
中
里
村
） 

 

役
職
員
は
菊
池
団
長
ほ
か
九
名
、一
般
団
員
は
大
子
町
出
身
者
二
六
名
、

そ
れ
以
外
の
出
身
者
一
六
名
、
合
計
す
る
と
五
二
名
が
確
認
で
き
る
。
本

誌
第
五
九
号
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
同
記
事
は
「
現
在
団
員
五
十
名
家
族

六
名
、
幹
部
職
員
そ
の
他
廿
名
合
計
百
六
十
六
名
の
集
団
で
あ
る
」
と
も

伝
え
て
い
る
。「
全
団
員
」
五
二
名
と
の
間
に
は
一
〇
〇
名
余
の
差
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
ど
う
解
釈
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
齋
藤
） 



- 5 - 
 

 
 

天
狗
党
西
上
（
二
） 

大
子
を
出
立
、
下
野
・
那
須
野
ヶ
原
へ 

  
本
誌
第
六
三
号
で
は
、「
天
狗
党
西
上 

大
子
で
戦
う
」
と
題
し
て
元
治

元
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
の
天
狗
党
の
戦
い
ぶ
り
を
跡
付
け
た
。
本

稿
は
、
そ
の
続
き
で
あ
る
。
上
京
の
た
め
の
陣
容
を
整
え
、
大
子
宿
を
出

立
し
て
か
ら
の
足
取
り
が
判
明
す
る
。 

  

二
十
九
日 

部
隊
を
分
け
定
む
。
こ
の
日
朝
よ
り
民
兵
共
山
上
よ
り
鉄

砲
打
ち
掛
け
し
故
に
追
い
払
い
て
後
に
上
京
の
支
度
、
兵
隊
を
分
け
る 

 

天
勇
隊 

軍
将 

須
藤
敬
之
進
、
隊
長
は
（
記
載
ナ
シ
） 

 

奇
兵
隊 

軍
将 

武
田
魁
輔 
隊
長
に
は
檜
山
三
之
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
渡
辺
矩
之
助 

川
崎
健
之
助 

 

龍
勇
退 

軍
将 

畑
筑
山 

隊
長 

嶋
田
文
右
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
林
忠
雄 

 

虎
勇
隊 

軍
将 

三
ッ
橋
平
六 

隊
長 

市
毛
孝
之
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

滝
口
六
三
良 
兜
惣
助 

 

正
武
隊 

軍
将 

井
田
因
幡 

隊
長 

前
木
元
之
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄
司
与
十
良 

米
川
隼
人 

 

義
勇
隊 

軍
将 

朝
倉
弾
正 
 
 

 

国
分
新
太
郎 

平
野
重
三
良 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

軍
正 

鈴
木
秀
太
良 

唐
津
俊
蔵 

 

籏
奉
行 

松
崎
熊
之
祐 

 

そ
の
外
輜
重
府
、
武
器
方
、
観
察
府
、
軍
正
府
、
使
番
等
を
定
め 

都
合
其
勢
凡
千
人
余
、
大
銃
は
一
隊
に
つ
き
一
挺
或
い
は
龍
勇
隊
に
二
挺

に
て
軍
議
を
決
定
し
出
立
け
る
。 

 

十
一
月
朔
日 

大
子
宿
出
立
。
讃
岐
（
佐
貫
）
村
に
休
み
、
こ
こ
よ
り
少

し
行
き
峠
登
り
し
處
、
常
州
野
州
之
国
境
也
。
左
は
黒
羽
烏
山
道
、
右
に

入
り
て
二
十
町
ほ
ど
行
き
寺
の
馬
場
に
出
る
。 
 
 
 

下
野
国
那
須
郡 

雲
願
｛
巌
｝
寺
也 

 

前
に
下
馬
札
有
り
朱
塗
り
欄
干
之
橋
有
り
、
行
き
て
道
に
迷
い
て
夜
に

入
り
一
日
夜 

川
上
村
に
泊
ま
こ
こ
の
里
人
一
人
も
居
ら
ず
逃
げ
去
り
け

る
故
に
不
勝
手
に
て
大
い
に
難
儀
し
漸
々
此
処
彼
処
を
尋
ね
て
鍋
釜
を
得

て
食
事
を
調
え
け
り
。
翌
日
此
処
を
立
ち
て
黒
羽
峠
を
越
し
け
る
に
道
細

く
左
右
山
高
く
し
て
一
行
殊
の
外
歩
行
な
り
が
た
き
処
を
押
し
行
く
に
山

の
頂
に
黒
羽
の
人
数
待
設
け
て
お
り
、
近
寄
る
や
い
な
や
小
砲
打
ち
掛
け

た
り
、
味
方
之
を
見
て
道
狭
く
木
を
切
り
倒
し
て
進
み
難
く
や
や
暫
く
砲

戦
仕
り
候
内
味
方
三
人
打
た
れ
、
敵
は
大
将
を
肩
先
よ
り
打
ち
抜
か
れ
あ

っ
と
言
う
て
倒
れ
け
る
に
敵
方
之
を
見
て
防
戦
の
色
無
し
、
味
方
は
こ
こ

ぞ
大
事
と
連
発
し
け
れ
ば
逃
げ
去
り
け
り
。 

 

こ
の
時
す
わ
や
追
討
し
て
峠
を
越
せ
と
下
知
為
す
故
無
難
に
此
処
を
打

ち
越
し
け
り
。
二
日
夜 

川
原
村
泊
ま
り
、
此
処
黒
羽
の
領
内
に
て
里
人

逃
げ
去
り
け
る
。
漸
く
村
役
人
を
見
つ
け
て
早
速
黒
羽
城
中
へ
領
内
の
地

借
用
の
旨
詳
に
認
め
応
接
差
し
出
し
け
り
。
城
下
迄
三
里
翌
日
立
ち
て
伊

王
野
宿
に
出
る
。
こ
こ
は
奥
州
棚
倉
道
中
、
町
過
半
焼
失
の
体
、
民
兵
五

百
人
余
固
め
て
あ
り
し
が
。
応
接
し
て
通
行
し
ぬ
。 

 

こ
の
宿
出
離
れ
し
処
向
こ
う
に
幕
打
ち
回
し
相
堅
め
の
体
見
へ
れ
ば
応

接
差
し
出
し
候
処
、
皆
甲
冑
に
身
を
纏
て
有
り
け
る
か
委
細
述
べ
け
れ
ば

早
速
承
引
し
け
る
故
、
味
方
繰
り
出
し
て
城
下
に
着
く
。
之
は
那
須
七
騎

の
内
に
て
芦
野
采
女
之
丞
様
な
り
。
芦
野
宿
へ
出
て
奥
州
道
中
を
行
き
て

そ
の
夜
は
堀
越
宿
・
鍋
掛
宿
に
泊
ま
り
。 

 

こ
こ
に
止
宿
中
大
田
原
城
中
よ
り
応
接
来
た
り
し
故
に
、
城
下
に
つ
か

ず
し
て
二
里
間
道
を
行
く
。 

 
四
日
夜 

高
久
村
に
泊
ま
り
、
此
処
は
黒
羽
領
民
兵
竹
槍
数
多
く
拵
え

置
く
体
な
り
共
、
繰
り
込
み
け
れ
ば
大
い
に
歓
待
し
け
る
、
翌
日
此
処
を

立
ち
て
一
里
余
行
き
て
那
須
野
原
に
出
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
石
井
）
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【
資
料
紹
介
】
明
治
二
十
四
年
七
月
「
袋
田
土
産
」
に
つ
い
て 

  
磯
浜
町
（
大
洗
町
）
の
浅
井
光
政
は
「
袋
田
の
滝
は
世
に
珍
ら
し
き
処
な

り
と
聞
け
は
、
い
か
て
と
思
ひ
」、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
七
月
二

十
八
日
に
出
発
す
る
。
佐
藤
次
男
氏
か
ら
ご
教
示
を
う
け
た
「
袋
田
土
産
」

を
紹
介
し
よ
う
。 

 

二
十
八
日
夜
は
太
田
に
宿
泊
。
二
十
九
日
、「
太
田
町
を
経
て
馬
場
、
増

井
、
松
平
、
国
安
、
町
田
、
中
染
な
と
の
駅
路
を
過
き
て
午
前
十
一
時
に

天
下
野
駅
某
方
へ
つ
き
」、
昼
食
を
と
る
。「
茲
よ
り
袋
田
の
滝
ま
て
は
五

里
余
り
に
し
て
、
し
か
も
け
は
し
き
山
路
」、「
折
し
も
東
金
砂
山
の
頂
き

よ
り
の
夕
立
の
雲
お
こ
り
鳴
神
の
音
さ
へ
ひ
ゝ
き
わ
た
り
雨
い
み
し
う
降

そ
ゝ
」
ぐ
、「
鳴
神
の
過
行
を
ま
ち
、
雨
具
を
と
ゝ
の
へ
、
し
ひ
て
、
出
た

つ
、
壱
里
は
か
り
過
き
て
下
高
倉
村
に
至
り
ぬ
、
程
な
く
上
高
倉
村
に
さ

し
か
ゝ
る
道
ぬ
か
り
て
、
ひ
と
足
毎
に
下
駄
は
皆
ひ
ち
の
中
に
入
り
て
、

い
と
く
る
し
、
夫
よ
り
小
生
瀬
村
を
過
き
壱
里
斗
山
根
伝
ひ
を
た
と
り
来

て
午
後
六
時
頃
、
名
も
高
き
月
折
と
男
体
と
の
山
間
な
る
新
道
に
か
ゝ
れ

り
、
茲
は
け
わ
し
き
坂
道
な
り
し
を
、
さ
き
つ
と
し
、
巖
を
穿
ち
百
四
十

八
間
の
洞
道
を
し
つ
ら
へ
た
る
処
な
り
、
黄
昏
の
頃
な
れ
は
、
そ
こ
ら
を

く
ら
く
て
彼
音
に
聞
、
大
江
山
の
岩
屋
も
か
く
や
と
お
も
は
る
ゝ
斗
恐
ろ

し
く
、も
し
崩
れ
も
や
せ
ん
と
よ
し
な
き
事
を
お
も
ひ
煩
ひ
て
、し
は
し
、

た
め
ら
ひ
し
か
、
め
ゝ
し
き
ふ
る
ま
ひ
な
り
と
笑
は
れ
ん
事
の
口
を
し
さ

に
、
し
ひ
て
、
闇
路
を
た
と
り
ゆ
く
に
、
な
か
は
過
る
頃
、
岩
間
を
も
る
ゝ

清
水
の
俄
に
、
か
う
へ
の
あ
た
り
へ
、
さ
と
ほ
と
は
し
り
た
る
、
つ
め
た

さ
に
、
魂
も
消
な
ん
と
心
地
す
れ
は
、
戯
に
、 

 

結
は
ん
と
お
も
ひ
し
物
を
石
清
水
、
あ
や
ふ
く
袖
を
ぬ
ら
し
つ
る
か
な

と
、
ひ
と
り
こ
ち
つ
ゝ
漸
午
後
七
時
頃
袋
田
村
藤
田
伊
重
方
へ
宿
り
ぬ
、

此
宿
を
浴
詠
楼
と
い
ふ
は
温
泉
の
あ
れ
は
な
り
、
温
度
は
い
と
ひ
き
ゝ
方

な
れ
と
清
ら
に
し
て
、
し
か
も
諸
病
に
、
し
る
し
有
り
と
な
ん
、
さ
れ
は

に
や
四
季
と
も
に
湯
あ
み
の
人
絶
え
す
つ
と
へ
り
、
夜
八
時
過
き
、
又
も

や
雨
降
出
て
鳴
神
の
音
さ
へ
い
と
す
さ
ま
し
く
、
今
に
も
落
な
ん
と
す
る

け
は
い
に
と
ゝ
ろ
き
て
歌
も
え
よ
ま
す
、
ふ
し
と
に
入
り
ぬ
」 

 

三
十
日
朝
「
滝
を
み
ん
と
て
草
履
を
か
り
細
き
山
路
の
露
、
踏
分
け
て

五
六
町
は
か
り
た
と
り
ゆ
け
は
、
ち
い
さ
な
る
籠
り
堂
あ
り
て
此
頃
来
り

し
と
い
ふ
修
験
者
に
逢
へ
り
、
あ
な
い
を
乞
ひ
し
に
心
能
う
け
か
ひ
常
な

ら
は
流
れ
に
そ
ひ
岩
か
ね
伝
ひ
に
行
か
る
へ
き
を
生
憎
水
か
さ
ま
し
て
危

ふ
け
れ
は
、
く
る
し
く
と
も
、
う
し
ろ
の
坂
道
を
攀
登
ら
ん
と
て
葛
か
つ

ら
を
、
ち
か
ら
に
、
木
の
下
闇
を
く
ゝ
り
苔
む
す
細
道
お
た
と
り
つ
ゝ
、

曲
り
曲
り
て
三
町
は
か
り
登
り
辛
ら
し
て
不
動
堂
へ
到
り
ひ
ま
よ
り
滝
壺

の
ほ
と
り
を
み
わ
た
す
に
、
水
煙
深
く
し
て
、
岩
に
く
た
く
る
浪
の
音
の

と
ゝ
ろ
に
響
け
は
、
耳
し
ひ
に
な
ら
ん
を
お
そ
れ
て
ほ
と
り
は
む
事
も
、

え
せ
さ
り
き
、
此
山
は
岩
の
み
に
て
岩
と
岩
と
の
狭
間
よ
り
枝
さ
し
掩
ふ

楓
樹
、
い
と
多
け
れ
は
、
錦
染
な
す
頃
は
、
い
か
は
か
り
な
ら
ん
な
と
、

お
も
ひ
や
ら
る
ゝ 

 

岩
間
よ
り
涼
し
き
風
も
、
ふ
く
ろ
田
の
滝
の
ほ
と
り
は
夏
と
し
も
な
し 

 

く
り
返
し
み
れ
と
も
あ
か
す
聞
し
よ
り
ま
さ
り
て
長
き
滝
の
し
ら
糸 

と
う
た
ひ
」、「
も
と
来
し
道
へ
帰
り
ぬ
、
夫
よ
り
き
の
ふ
下
り
来
し
新
道

の
な
か
は
を
左
り
の
方
へ
入
り
、
ふ
る
道
へ
さ
し
か
ゝ
る
に
朝
雰
猶
ふ
か

く
立
こ
め
、
ま
の
あ
た
り
さ
へ
、
お
ほ
ろ
け
に
て
、
物
の
あ
や
め
も
み
え

す
」、「
や
う
や
う
そ
ね
に
登
る
、
此
峰
の
北
の
方
に
烈
公
の
君
か
物
せ
ら

れ
た
り
と
い
ふ
石
文
あ
り
、
そ
の
裏
を
み
る
に 

 

尋
ぬ
れ
は
人
は
昔
の
名
の
み
に
て
、
雲
井
の
月
そ
澄
み
わ
た
り
け
る 

と
あ
れ
は
、 

 

澄
わ
た
る
雲
井
の
月
の
影
よ
り
も
、
仰
け
そ
高
し
、
君
か
言
の
葉 

 
茲
よ
り
西
の
方
麓
を
み
お
ろ
す
に
桜
幾
本
と
な
く
生
茂
り
た
り
春
の
頃

は
よ
き
な
か
め
な
ら
ん
か
し 

 

縁
し
あ
ら
は 

弥
生
の
頃
に 

又
も
来
ん 

月
折
山
の
花
を
尋
ね
て
」 

 

午
後
五
時
頃
太
田
町
西
町
の
銚
子
屋
に
着
い
た
。
三
十
一
日
、
石
神
を

過
き
村
松
村
へ
。
夕
六
時
す
ぐ
る
頃
、
我
家
へ
帰
り
着
い
た
。
妻
が
、
ま

ち
わ
び
て
、
土
産
は
何
で
す
か
と
い
う
。
袋
田
の
土
産
は
、「
今
も
猶
耳
に

残
れ
る
袋
田
の
滝
の
ひ
ゝ
き
そ
」
と
答
え
て
興
じ
た
と
い
う
。（
野
内
） 
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神
社
祭
礼
に
お
け
る
お
囃
子
の
伝
播
過
程
に
つ
い
て
（
一
） 

 
 
 
 
 
 

―
大
子
町
を
事
例
に
し
て
― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家 

田 
 
 

望 
  

私
は
地
元
の
大
子
町
で
お
囃
子
を
習
っ
て
い
る
。
お
囃
子
を
習
う
よ
う

に
な
っ
て
、
伝
統
芸
能
で
あ
る
お
囃
子
の
魅
力
を
知
り
、
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
各
地
の
祭
り
を
見
に
行
く
機
会
が
増
え
る
よ
う
に

な
っ
て
、
例
え
ば
、
水
戸
の
祭
囃
子
と
大
子
町
の
祭
囃
子
の
演
奏
ス
タ
イ

ル
や
雰
囲
気
が
同
じ
県
な
の
に
違
う
こ
と
や
、
栃
木
県
の
那
須
烏
山
市
の

祭
囃
子
の
演
奏
ス
タ
イ
ル
や
雰
囲
気
が
違
う
県
な
の
に
似
て
い
る
こ
と
に

気
が
つ
い
た
。
ま
た
、
大
子
町
大
沢
地
区
の
お
囃
子
の
曲
と
上
岡
地
区
の

お
囃
子
の
曲
が
、離
れ
た
地
域
な
の
に
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
も
気
づ
い
た
。

こ
う
し
て
、
地
元
と
各
地
の
お
囃
子
の
違
い
な
ど
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、
お
囃
子
の
音
楽
性
だ
け
で
は
な
く
、
お
囃
子
の
歴
史
や
地
域
社
会

と
の
つ
な
が
り
、
お
囃
子
が
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
し
、
ど
の
よ
う
に
し

て
発
展
し
た
の
か
な
ど
、
お
囃
子
に
ま
つ
わ
る
諸
問
題
を
明
ら
か
に
し
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
大
子
町
を
事
例
に
し
て
、
茨
城
県
の
中
山
間
地
域

に
お
け
る
お
囃
子
の
伝
播
過
程
と
、
お
囃
子
が
ど
の
よ
う
に
し
て
現
在
ま

で
継
承
さ
れ
て
き
た
の
か
を
、
地
域
社
会
や
地
域
文
化
な
ど
の
視
点
か
ら

明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。 

 

一
般
に
お
囃
子
と
は
、
神
社
祭
礼
で
太
鼓
や
笛
を
演
奏
す
る
民
俗
芸
能

の
こ
と
を
指
す
。
こ
の
お
囃
子
は
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
。
第
一
は
神

楽
の
お
囃
子
で
、
神
を
呼
び
降
ろ
し
、
そ
の
前
で
鎮
魂
の
祈
祷
と
し
て
舞

を
踊
る
際
に
演
奏
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
、
祭
囃
子
と
い
っ
て
「
は

や
し
立
て
る
」
の
は
や
し
で
、「
調
子
に
の
せ
る
」「
上
手
く
誘
っ
て
気
分

を
起
こ
さ
せ
る
」
こ
と
で
あ
り
、
祭
り
を
に
ぎ
や
か
に
し
、
人
々
を
う
き

う
き
し
た
祭
り
気
分
に
さ
せ
る
役
割
が
あ
る
。
山
車
・
屋
台
・
ダ
ン
ジ
リ
・

曳
山
な
ど
の
上
で
演
奏
す
る
音
楽
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
後
者
の
祭
囃
子

を
中
心
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。 

 

そ
も
そ
も
お
囃
子
は
、
京
都
で
発
生
し
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
各
地
に
伝

わ
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
く
、
祗
園
囃
子
と
江
戸
囃
子
に
違
い
が
あ
る
よ

う
に
、
伝
わ
る
過
程
で
変
化
し
て
い
っ
た
り
、
伝
わ
っ
て
か
ら
そ
の
地
域

の
人
々
に
合
っ
た
曲
調
に
変
化
し
た
り
す
る
口
承
文
化
で
あ
る
と
い
っ
て

よ
い
。
お
囃
子
と
は
何
か
、
ど
こ
で
発
祥
し
、
ど
こ
か
ら
広
が
っ
て
い
っ

た
の
か
を
調
べ
て
み
る
と
、
お
囃
子
は
京
都
の
八
坂
神
社
の
祭
礼
で
行
わ

れ
た
山
鉾
巡
業
と
そ
れ
に
伴
う
お
囃
子
が
典
型
的
な
祭
の
ス
タ
イ
ル
と
し

て
全
国
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
囃
子
が
江
戸
に
伝
わ
り
、
江
戸
の
人
々
に
よ

っ
て
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
、
変
化
す
る
中
で
江
戸
囃
子
が
誕
生
し
、
茨
城
県
の

囃
子
に
つ
い
て
も
そ
れ
が
元
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。 

 

茨
城
県
の
中
山
間
地
域
に
伝
播
す
る
お
囃
子
は
、
栃
木
県
那
須
烏
山
市

の
山
あ
げ
祭
や
那
珂
川
町
の
た
け
の
こ
祭
な
ど
で
奏
で
ら
れ
る
祭
り
囃
子

の
例
の
よ
う
に
、
那
珂
川
の
船
運
に
よ
っ
て
運
ば
れ
て
き
た
と
も
言
わ
れ

る
江
戸
囃
子
の
系
統
で
あ
る
「
烏
山
系
」
と
、
城
下
町
水
戸
や
江
戸
時
代

に
海
運
の
要
衝
と
し
て
繁
栄
し
た
那
珂
湊
な
ど
で
働
い
て
い
た
芸
者
達
に

よ
っ
て
流
布
さ
れ
た
江
戸
囃
子
で
あ
る
「
芸
者
囃
子
系
」
と
の
二
つ
の
囃

子
の
系
統
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
子
町
の
場
合
も
、
烏
山

系
に
属
す
る
が
、
上
岡
地
区
を
含
め
各
地
域
で
は
「
通
り
囃
子
」
と
い
う

曲
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
消
滅
し
つ
つ
あ
る
地
囃
子
の
中
に
一
部
芸

者
囃
子
系
の
流
れ
が
入
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

 
大
子
町
は
栃
木
県
に
隣
接
し
、
栃
木
県
と
の
文
化
的
交
流
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
茨
城
県
の
中
で
も
大
子
町
の
文
化
圏
は
栃
木
県
と
同
じ
で
あ
る
と

推
測
さ
れ
る
の
で
、
栃
木
県
の
祭
囃
子
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
栃
木
県
内

で
屋
台
や
山
車
等
で
演
奏
さ
れ
る
祭
り
囃
子
の
種
類
は
、
大
き
く
分
け
て

「
江
戸
囃
子
」「
大
杉
囃
子
」「
日
光
囃
子
」
の
三
系
統
で
あ
る
。
こ
の
中
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の
江
戸
囃
子
系
は
、お
囃
子
の
太
鼓
の
厚
さ
は
芸
者
太
鼓
に
比
べ
て
厚
く
、

大
太
鼓
と
小
太
鼓
二
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
リ
ズ
ム
を
叩
き
、
一
つ
の
曲

に
す
る
と
い
う
囃
子
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
調
査
を
進
め
て
い
く
中
で
、

大
子
町
で
行
わ
れ
て
い
る
お
囃
子
の
ス
タ
イ
ル
も
同
じ
で
あ
り
、
同
じ
曲

目
や
栃
木
県
の
囃
子
の
流
派
が
大
子
町
に
分
布
し
、
囃
子
自
体
が
影
響
を

受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
栃
木
県
の
祭
囃

子
が
大
子
町
や
常
陸
大
宮
市
鷲
子
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
明
確
に

な
っ
た
。（
次
号
に
続
く
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

（
茨
城
大
学
教
育
学
部
） 

 
 
 

編
集
後
記 

  

昭
和
の
時
代
、
大
子
町
に
は
ど
の
市
町
村
よ
り
も
多
く
の
郷
土
史
家
が

い
て
、郷
土
史
研
究
団
体
を
結
成
し
、歴
史
に
と
ど
ま
ら
ず
民
話
や
民
謡
、

民
俗
芸
能
、
風
俗
習
慣
、
方
言
や
祭
行
事
な
ど
に
至
る
ま
で
郷
土
の
文
化

全
般
に
わ
た
っ
て
研
究
し
、
機
関
誌
を
発
行
し
て
成
果
を
発
表
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
大
子
町
は
、
日
本
を
代
表
す
る
歴
史
学
者
で
あ
っ
た
肥
後

和
男
先
生
（
東
京
教
育
大
学
名
誉
教
授
）
を
輩
出
し
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

平
成
一
桁
代
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
こ
う
し
た
郷
土
史
家
の
方
々
が
次
第

に
減
り
、
ま
た
、
町
史
編
纂
事
業
も
終
了
し
、
郷
土
史
研
究
が
低
調
に
な

っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
少
し
寂
し
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
最
近
、
藤
井
達
也
さ
ん
、
大
金
祐
介
さ
ん
、
家
田
望
さ
ん
の

よ
う
に
現
役
の
大
学
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
深
い
感
謝
と
大
き
な
感

動
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。「
ほ
な
い
歴
史
通
信
」
に
お
い
て
、
郷
土
史
に
興

味
を
持
つ
若
手
の
研
究
家
が
集
ま
り
、
研
究
発
表
、
研
究
交
流
の
場
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
皆
川
） 

 

 

編 

集 

大
子
遊
史
の
会 

 

編
集
人 

齋
藤 

典
生
（
茨
城
大
学
人
文
学
部
教
授
） 

 
 
 
 
 

野
内 

正
美
（
茨
城
県
立
歴
史
館
資
料
調
査
員
）

 
 
 
 
 

石
井
喜
志
夫
（
元
大
子
町
史
編
纂
委
員
会
委
員
）

 
 
 
 
 

皆
川 

敦
史
（
大
子
町
教
育
委
員
会
） 

 
発 

行 

大
子
町
教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 
 

久
慈
郡
大
子
町
大
字
池
田
二
六
六
九
番
地 

 
 
 
 
 
 

大
子
町
立
中
央
公
民
館 

 
 
 
 
 
 

☎
０
２
９
５
（
７
２
）
１
１
４
８ 

名  称 伝 承 地 伝承組織 

十二所神社春季例大祭（ぶんぬき祭り）  

浅川のささら 

上岡の人形芝居 

十二所神社・八龍神社大祭礼 

下金沢のささら 

花室神社春季例大祭 

近津神社（中の宮）祭礼 

八溝嶺神社のぼんでん 

北吉沢のささら 

中田植 

近津神社出社大祭七日祭 

矢田の神楽 

袋田の神楽 

諏訪神社祭礼 

根渡神社祭礼 

・ 

大子 7 町 

浅川 3903（熊野神社） 

上岡（八龍神社） 

上岡（十二所神社・八龍神社） 

下金沢 1068（十二所神社） 

左貫 地囃子「スミダレ」 

町付 

上野宮字八溝 2119 

北吉沢（熊野神社） 

下野宮 1626（近津神社） 

下野宮 1626（近津神社） 

矢田 

袋田 

袋田 

大沢 406（根渡神社） 

・ 

 

浅川ささら保存会 

廃絶 

 

廃絶 

 

 

八溝保勝会 

廃絶 

近津神社氏子 

 

休止 

廃絶 

休止 

大子町における囃子（参考文献：『茨城県の民俗芸能―茨城県民俗芸能

緊急調査報告書―』平成 8 年茨城県教育委員会） 


